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○人的資源の集中を必要とする病床群として、主にどのような医療を提供する病床群を対象にしたほうがよい
か なお この場合 当該病床群が提供可能な医療という観点ではなく 当該病床群が主に提供する医療

一般病床が担っている機能

か。なお、この場合、当該病床群が提供可能な医療という観点ではなく、当該病床群が主に提供する医療、
という観点で考えてはどうか。

主に高い診療密度を要す主に高い診療密度を要す
主に中程度の診療密度を要する

医療を提供する病床群

主に軽度の診療密度で対応
可能な医療を提供する病床

主に高い診療密度を要す
る医療を提供する病床群
主に高い診療密度を要す
る医療を提供する病床群

高度急性期 ～ 一般急性期 ～ 亜急性期等（軽度の急性期を含む）

可能な医療を提供する病床
群

主たる患
者像

○発症・受傷直後の特に重症の患者

○高度な手術を要する患者（心臓外科、
移植手術等）

○中程度の急性疾患の患者
○一般的な手術を要する患者

○術後等の病状安定前 あるいは急性期リハビリ

○軽度の急性疾患の患者
○急性増悪した在宅慢性患者

○後遺症 入院生活等のため生活機能が

診療密度診療密度 低高

者像 移植手術等）

○複数の合併症を有するなど、総合的
治療を必要とする患者

○難治性疾患、希少疾患等の原因や
治療法が未解明の疾患の患者

○術後等の病状安定前、あるいは急性期リハビリ
を要する患者

○後遺症、入院生活等のため生活機能が
低下し、リハビリを要する患者

○緩和ケアを要する患者

○脊髄損傷、筋ジストロフィー等の特殊疾
患の患者

期待される

○高度な手術等の侵襲性の高い治療
○複数科にわたる総合力のある医療
○三次救急

○担っている医療に求められるチーム
医療

○一般的な手術や急性疾患への対応
○急性期リハビリ
○二次救急
○担っている医療に求められるチーム医療
○担 ている医療にふさわしい安全管理体制

○点滴等の比較的侵襲性の低い医療
○混在ニーズ対応（ケアミクス）
○回復期リハビリ
○緩和ケア
○特殊疾患等 の医療医療 医療

○担っている医療にふさわしい安全管
理体制

○担っている医療にふさわしい安全管理体制 ○特殊疾患等への医療
○担っている医療に求められるチーム医療

○担っている医療にふさわしい安全管理体
制 ①


